
高分子凝集剤

ケーイーフロック®



　高分子凝集剤は、わずかな量で大きな効果を発揮することができますが、その使用法を誤ると使用量を増加さ

せるばかりでなく、処理水質の悪化にも繋がります。その機能を最大に発揮させるため、使用すべき高分子凝集

剤の性質を知り、最も効果的な凝集条件下で用いることが重要です。

　また、高分子凝集剤は固液分離装置と適切に組み合わせることでその能力を発揮することができるため、水処

理装置との関係を無視することはできません。

　ケーイーフロックは、水処理エンジニアリングに関する当社の長年の経験と蓄積された技術から生まれた固液

分離装置の性能の向上を目的として設計、開発された高分子凝集剤です。

【　　　　　　　　　の特長】

1. 　フロックの生成が優れています。

2. 　処理水の清澄性が優れています。

3. 　使用量が少なく、大きな効果が得られます。

4. 　広いpH領域で使用できます。

5.   ろ過・脱水性に優れ、スラッジ脱水処理に優

  　 れています。

6.   無機凝集剤との併用により、高い相乗効果が

      得られます。

7. 　溶解性に優れ、短時間に溶解できます。

8.　 安全性に優れています。

9.   各種ニーズに合わせ、製品銘柄を数多く取り

     揃えています。

【使用方法】

1.　溶解濃度

ケーイーフロックの溶解濃度は、銘柄による

最適溶解濃度が一覧表に表示してありますので、

溶解装置との関連で適正な濃度を決定します。

2.　溶解液の調整

粉末品の溶解には、ママコになるのを防ぐため、

フィーダーを御使用ください。溶解槽に半分程度

水を張り、撹拌しながら水と同時に投入します。

溶解時間は撹拌条件により多少異なりますが、

約1時間程度で溶解します。

溶解水は市水、工業用水が一般的です。これ以

外の水はpHが中性で、硬度の低い水を御使用く

ださい。溶存無機物の多い水、懸濁水等を使用し

ますと、凝集効果を低下させる場合があります。

3.　溶解液の添加

ケーイーフロックの銘柄の選定と最適添加量

は、あらかじめ予備テストをして決定します。

溶解液の添加場所は被処理液が充分混合され、

フロックが生成するために最適の場所を選定して

ください。

凝集、脱水工程への凝集剤溶液の添加は、プラ

ンジャーポンプ、ダイヤフラムポンプ、またはモ

ノポンプの御使用をお勧めします。ギヤポンプの

使用は、凝集効果を低下させます。



銘柄一覧表

■ノニオン／アニオン

易分散性、高濃度溶解性等を備えた溶解作業性改良タイプのＫ、ＫＰシリーズがあります。
（例ケーイーフロック KEA-515K、ケーイーフロック KEA-515KP）

銘　柄 イオン性 形　状 かさ比重 通常使用濃度
（％）

推定分子量
（×104）

0.1％溶液粘度
（CPS,25℃） 適　　　用 荷

姿

KEN-450 ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1300 20
強酸性、酸性領域の固液分離特性
に優れる
①紙パルプ排水
②�鉱山､金属精錬等のプロセス排水
③製鉄、製鋼排水

10
　
kg
　
紙
　
袋�

KEN-455 ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 20

KEN-460 ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1600 50

KEN-465 ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 80

KEA-500 弱アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 110
酸性、弱酸性領域の固液分離特
性に優れる
①パルプ抄紙排水
②製鉄、製鋼、酸洗等排水
③下水、し尿の三次処理

KEA-505 弱アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 2100 150

KEA-510 弱アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 170

KEA-515 弱アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 200

KEA-520 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1900 280

弱酸性、弱アルカリ性領域の固液
分離特性が優れる
①�土木工事、砂利、浚渫、鉱山、
選炭排水
②金属加工、化学等各種工場排水
③水産、食品、繊維等排

KEA-525 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 2100 300

KEA-527 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1900 300

KEA-530 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1800 320

KEA-533 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 2100 340

KEA-535 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1300 250

KEA-538 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 2100 350

KEA-540 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1600 310

KEA-545 強アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1500 300
アルカリ性領域の固液分離特性が優れる
①非鉄金属の精製　②下水、し尿の三次処理
③有機質系汚泥の高効率脱水助剤

KEN-611 ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 70

高塩濃度、低 pH排水に対する凝
集性が優れる
①A-Hipo 法
②酸性凝集法

KEA-636 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1900 140

KEA-641 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 180

KEA-646 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1900 230

KEA-651 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 260

KEN-455W ノニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1600 70

①山岳土木工事、湖沼浚渫
②下水、し尿の三次処理
③上水工水等のスラッジ脱水

KEA-515W 弱アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1700 200

KEA-520W 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1600 260

KEA-535W 中アニオン 白色粒状 0.65±0.10 0.05 〜 0.2 1300 250



■カチオン

銘　柄 イオン性 形　状 かさ比重 通常使用濃度
（％）

推定分子量
（×104）

0.2％溶液粘度
（CPS,25℃） 適　　　用 荷

姿

KEC-130 弱カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 800 230 紙パルプ汚泥の脱水
に有効

10
　
kg
　
及
　
び
　
15
　
kg
　
紙
　
袋�

KEC-150 中カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 500 270

各種下水汚泥、し尿
汚泥及び産業排水の
各種有機汚泥の脱水
に有効

KEC-160 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 400 220

KEC-105 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 200 160

KEC-120 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 350 200

KEC-125 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 400 240

KEC-201 弱カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 700 240

KEC-204 弱カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 850 280

KEC-205 中カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 500 260

KEC-210 中カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 500 260

KEC-214 中カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 700 360

KEC-220 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 400 230

KEC-221 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 350 200

KEC-223 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 850 380

KEC-225 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 650 320

KEC-227 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 450 290

KEC-228 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 350 200

KEC-230 強カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 500 240

KEC-345T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 700 340

有機汚泥全般の脱水
に有効

KEC-352T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 550 170

KEC-353T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 750 230

KEC-357T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 750 370

KEC-383T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 500 230

KEC-384T 両性カチオン 白色粉末品 0.65±0.05 0.1 〜 0.3 550 270



【凝集剤の選定方法】
  1.　ジャーテスト

この方法は、低濃度懸濁液の処理、
コロイド分散系の処理、上澄水の清
澄性を目的とする場合や撹拌に対す
るフロックの強度を測定する場合等
に有効です。

通常用いられるビーカーは200〜
1000mlで、検水が充分にある場合は、
できるかぎり大きなビーカーで行う
のが好ましいと言えます。

高分子凝集剤の添加後、急速撹拌
と緩速撹拌を与えるのが望ましく、
通常150〜200 rpm 1〜3分、30〜
70rpm 13〜10分程度行いますが、
一般に懸濁物濃度が低いほど長時間
緩速撹拌を必要とします。

観察項目としては、フロックの形
成時間、緩速撹拌時のフロックの大
きさ、沈降速度、静置後の上澄水の
水質を測定します。

  2.　シリンダーテスト
200〜1000mlのメスシリンダーを

用いて沈降速度、スラッジの圧縮性
の測定、フロック形成能力の観察が
行われます。特に高濃度懸濁液や金
属水酸化物等の沈降容積の大きな懸
濁液の凝集試験に適しています。

使用するメスシリンダーは、細い
ほど器壁の干渉を受け、試験の再現
性が低下するため、できるかぎり太
いメスシリンダーを用いるのが好ま
しいと言えます。シリンダーテスト
の撹拌は転倒によって行いますが、
できるかぎり均一な撹拌を行うた
め、強撹拌として180°、中撹拌とし
て90°、弱撹拌として45°の転倒に
よって行うのを基準とします。懸濁
液の種類や濃度によって転倒回数を
調整します。

沈降速度のほか、スラッジの圧縮
性を求めることができますが、通常
30分経過後のスラッジ容積SV30とし
て求められます。上澄水の水質は5 
分〜10分静置後測定されますが、採
水は側壁に付着したり、水面に浮遊
しているSS成分が混入しないよう、
サイホン方式かピペットで行うのが
望まれます。

3.　浮上テスト
固液分離か加圧浮上方法で行

われている場合は、凝集剤によ
り形成されたフロックの浮上特
性を確認する必要があります。
一般に浮上性については、凝集
性がよくフロックの大きいもの
が優れているため、前もってシ
リンダテストやジャーテスト法
によって凝集試験を行い、最適
な条件を求めておく必要があり
ます。

浮上テストには、図のような
フローテスタが用いられ、①下
部のオートクレーブにて加圧水
を作製し、②上部の円筒のガラ
ス管内に、懸濁液を投入し、凝
集剤を加え撹拌します。③フロッ
ク形成後または撹拌中に検水に

対し所定の比率で加圧水を混入
し、浮上性を観測します。観測
項目には、浮上速度、浮上した
スラッジ（スカム）の容積、処
理水のSSや濁度などがありま
す。

4.　脱水テスト
汚泥の脱水に用いられる凝集

剤は、汚泥の種類や脱水機の機
種によって大きく異なります。
通常、無機質のスラッジや無機
の凝結剤（硫酸バンド、塩化第
二鉄等）の併用で分離されたス
ラッジに対してはアニオン系、
ノニオン系の高分子凝集剤が用
いられ、有機性汚泥（活性汚泥
の余剰汚泥や都市下水汚泥等）
に対してはカチオン系の高分子
凝集剤が用いられています。ま
た、脱水機の機種によって適切
な凝集剤（下表）を選定する必
要があります。

テスト方法には、遠心分離脱
水、圧搾脱水、真空脱水等があ
ります。

表　脱水機種と有効な凝集剤
脱水方法 脱水機の種類 判定方法 有効な凝集剤

遠心脱水

スクリューデカンタ
バスケット型
ダブルコーン型

フロック強度
濾水性

重合系
アニオン、カチオン
重合系併用法
無機塩＋重合系

ベルトプレス脱水

SSPバンドフィルタ
プレスロールフィルター
ユニマットプレス
FFフィルタ

濾水性
濾水後のケーキ厚
プレス加圧後のケーキ面積
剥離性

重合系

圧搾脱水

スクリュープレス フロック強度
濾水性

重合系
アニオン、カチオン
重合系併用法
無機塩＋重合系

加圧脱水
フィルタプレス
ウクライナフィルタ

濾過速度
剥離性

縮合系カチオン
塩化第二鉄
石灰　PAC

真空脱水
ベルトフィルタ
オリバーフィルタ
ケイ藻土フィルタ

濾過速度
ケーキ厚
剥離性

縮合系カチオン
塩化第二鉄
石灰

スクリーン脱水

DCG
ロータリースクリーン

濾過速度
濾過汚泥の転がし強度
剥離性

重合系
アニオン、カチオン
重合系併用法
無機類＋重合系

毛細管脱水
CPフィルタ
SLフィルタ

転写性
濾布のよごれ

縮合系カチオン
塩化第二鉄
PAC



【取扱い上の注意】
 1.貯蔵安定性

ケーイーフロックの荷姿は、粉末品の場合、ポリエチレン袋内装紙袋となっています。室内で保存する場

合、1年程度はその性能に変化はありません。

 2.吸　湿　性

ケーイーフロックの粉末製品には吸湿性がありますので、御使用後は必ず密封して保管下さい。

 3.腐　食　性

ケーイーフロックは、一般の金属には特に腐蝕性はありません。

【安　全　性】
ポリアクリルアミド系の高分子凝集剤の原料であるアクリルアミド（モノマー）は比較的毒性が高く、日

本においても1974年に劇物に指定されましたが、アクリルアミド（モノマー）を原料とするポリアクリルア

ミドについては、1960年に犬やラットによる2 年間の動物実験により、その無毒性が確認されています。

弊社ではケーイーフロックを安心して御使用いただけるよう、ケーイーフロック中の残存モノマー・重金

属・有害物質の分析テスト等数多くの試験・分析を実施し、充分な品質管理のもとにケーイーフロックの安

全性を確認しています。

※ ご注意：本紙記載内容は製品改良のため予告無く変更する場合がありますのでご了承下さい。

※ご注意：本紙記載内容は製品改良のため予告無く変更する場合がありますのでご了承下さい。
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